拝啓　突然のご連絡をお許しください。
このたびの大きな地震の報に接し、胸が締めつけられる思いでおります。連日のニュース映像や現地の様子を伝える報道を見るたびに、あなたやご家族のことが気がかりでなりませんでした。揺れの強さや余震の続く不安の中で、どれほど心細い思いをなさっていることかと案じております。
まずは、皆さまのご無事を心よりお祈り申し上げます。お怪我などはございませんでしょうか。住まいの状況や生活のご不便もさぞ大きいことと存じます。突然の出来事により、日常が一変してしまうことの戸惑いとご負担は、言葉では言い尽くせないものがあるでしょう。
遠く離れている身ではありますが、私にできることがあれば、どのようなことでもお力になりたいと願っております。必要な物資の手配や、避難生活で不足しているもの、あるいは心細いときの話し相手でも構いません。どうか遠慮なさらず、いつでもお知らせください。
今は何よりもご自身とご家族の安全を最優先に、どうかお身体を大切になさってください。余震や天候の変化など、心休まらぬ日々が続いていることと存じますが、少しでも安心できる時間が持てますよう願っております。
一日も早く穏やかな日常が戻りますことを、心よりお祈りしております。まずは取り急ぎ、お見舞いの気持ちをお伝えいたしました。
敬 具
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